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た箇所）．密閉したタンク内に供試流体である MCH を封入し，外部からシリコンオイルを介して電機ヒー 
 




（b）  外観写真 
図１  動的環境下加熱流通装置 
 










た温度とした 2)．触媒リアクター内には Pt/Al2O3 または Al2O3 を充填した．Al2O3 は Pt/Al2O3 の担体で，
炭化水素化合物に不活性であることから，白金の触媒効果のみを確認するために使用した． 
 
表 1  実験条件 
供試流体 MCH 
質量流量 1.3 g/s 
流通時間 120 sec 
実験温度 423～723 K 
使用触媒 Pt/Al2O3 (0.5Wt%) Al2O3 




は実験で得られた温度と圧力から NIST Thermophysical Properties of Hydrocarbon Mixtures Database
（SUPERTRAPP）を用いて算出した．ただし，反応後の供試流体の成分の割合は不明であるため，出入
口の比エンタルピーは MCH の値を使用した．入口ガス温度に対する式（1）で算出した触媒前後におけ
る MCH の比エンタルピーの変化量を 2 種類の触媒 Al2O3 および Pt/Al2O3 について図 2 に示す． 
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その値は微小であり，熱分解反応は起きていないといえる．一方，Pt/Al2O3 を用いた場合では，約 560 K
で比エンタルピーの変化量が最小値を示しており，この時の吸熱量は約 150 kJ/kg であった．Al2O3 の場
合に比べて Pt/Al2O3 の場合では，比エンタルピーの変化が大きくなる温度が存在し，これは白金の触媒
効果であると考えられる． 
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